
知床国立公園内の100,2運動と国有林伐採計画について

長谷川武＊・永幡 豊＊

１．はじめに

「知床旅情」のヒットにより世に知床半島の自

然がクローズアップされたのは昭和４６年のこと

であった。小学校のころ私は，知床の自然を映画

「地の涯に生きるもの」で知ったが，今でもあの

感動は心に焼きついている。厳しい自然条件が

人々をよせつけず原生のまま自然が残されている

知床半島は，人の心をおちつかせこれぞ北海道と

いうスケールの大きい景観をつくりだしている

（写真’)｡国の宝として指定された天然記念物の

動物たちは，シマフクロウ・クマケラ・マガン・

オオワシ．オジロワシ・ヒシクイなど８種をかぞ

え，いかに原生に近い形で自然がたもたれてきた

かがわかる。今この地に２つの注目すべきことが

マスコミに取り上げられている。その１つは’’００

，２運動であり，もう１つは国有林伐採計画であ

る。今多くの人たちの熱い視線が注がれているこ

の２つの内容を，私たちの住む現地から報告した

い。

２．知床半島の概要

まずはじめに知床半島の地理的概要について説

明する。知床半島は北海道の東北端にあり，幅は

約２５ｋｍ,長さは約６５ｋｍの細長い半島である。

面積は約１０万ｈａで，中央部以先の約４万ｈａが

国立公園に指定されている（図１)。

この国立公園は，1964年に２４番目の国立公園

として指定された。５０％が特別保護地区に指定さ

れ厳し〈保護されている。中央部の稜線を境にし

てオホーツク海側が斜里町,根室海峡側が羅臼町，

に属している。先端は知床岬で，中央の山岳部は

羅臼岳(1661ｍ)を最高峰に1300ｍ以上の山々が

連なっている。オホーツクの風物詩として有名な

流氷は１月中旬～下旬にかけて接岸する。厳寒期

*津別高等学校

写真１知床の森林景観羅臼岳より北方領土をみる

図1知床国立公園

２月の平均最低気温は-11.6℃である。オホーツ

ク海側の海岸は，火山山麓が直接海食をうけ

100～200メートルの断崖が波にせまり，河川が滝

となり海に注ぐ壮絶な景観を呈する。大森林がひ

ろがり荒々しい自然の中に知床五湖(せきとめ湖）

が静かにその美しさをみせている。トドマツ．エ

ゾマツ・アカエゾマツなどの針葉樹の原生林が山

麓をおおい，中腹にはミズナラ・ハンノキ．イタ

ヤカエデが繁茂し，900ｍ前後からハイマツや高

山植物帯となる。紅葉の秋は，目にしみるほどの

－２８－
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３．知床100,2運動について

宇登呂をへて知床五湖へ行く途中に国立公園内

岩尾別・幌別地区がある。この地域は，もともと

開拓地で戦後，国営開拓計画によって再度開拓予

定地として指定され，主に宮城県から入植し，開

拓の鍬をふるったが，厳しい自然と立地条件が悪

く農地に適さなかったことから入植者(24戸)は，

1966年に集団で離農した。1972年から７３年にか

けて日本列島改造論によりひきおこされた全国的

な土地ブームにより，この開拓離農地を不動産業

者が買占めるところとなって乱開発の危険がでて

きた。大資本家たちがレジャー用地として岩尾

別・幌別地区に狙いをつけたのだが，いったん土

地業者・企業の手にわたれば自然は破壊されるの

は明らかである。そこで町長を中心に斜里町は，

離農者に対し土地の売払い抑制を指導するととも

に一部買上げを行って保全に努めた。また町は，

国立公園内ということもあり，環境庁に一括買上

－２９－

写真２１００，２運動参加者の氏名板と運動地図２知床国立公園内の国有林伐採計画地域と知床100

,2運動地

げを折衝したがすでに開墾された土地ということ

もあり買上げの対象にできないとの答えがあった

（現地は原野と同じ状態である)｡そして町の財政

にも制限があり，その後の離農者からの買上げ要

請に応えるため斜里町は，苦悩しながら考えに考

えて，イギリスの市民組織「ナショナル・トラス

ト」の運動性)をもとにして「100,2運動」を１９７７

年３月にスタートさせた(写真２)。徐々に国内は

もとより海外からも賛同者が集まり，1980年１０

月，9,397人により191ｈａの土地買上げと植林事

業があり，第１次目標を達成した。現在国立公園

内に残る民有地282ｈａの買上げを第２次の目標

として運動をすすめているところである。

この100,2運動の方法の内容は次の５点にま

とめることができよう。

１）100,2を単位として１口８，０００円とする。

２）参加者ごとに土地の分筆や，所有権の移転登

記等はおこなわず，斜里町名義として一括管

理する。

３）買上げた土地には植林をし将来とも伐採はし

ない。

４）参加者は永久登録し，証明書を発行するとと

もに，現地に氏名の掲示を行う。

５）参加者による記念植樹の実施(写真３）や「し

れとこ通信」の発行によって，運動の状況を

報告する。

1986年９月３０日現在で参加者総数26,436人

（北海道15.7％･東京都18.5％･神奈川県8.1％・

大阪府８％・兵庫県５％)，寄付金総額は２８２，

美しい色調を私たちにみせてくれる｡知床半島は，

日本でも群をぬく原生自然の残された地域である

が，厳しい自然，険しい地形のため永く人をよせ

つけなかったことから大自然が氷〈たもたれてき

たのである。しかし近年，知床林道や知床横断道

路の建設・森林伐採計画と知床の自然もすこしず

つ後退をしているようである。なお今回のレポー

トの対象地域は,知床国立公園内の国有林地帯(図

２）と岩尾別，幌別地区の民有地（図２）である。



写真３１００，２運動参加者による記念植樹風景
知床100,2運動地にて

表１知床100ｍ曹運動表

都道府県渦 加人員 i-i数 金額 率％ 都道府県満

北海辿 4.127 6,051 48.404 1５．７ 長野県

(斜里町） (1,304》 (1.586） (12,688〉 (4.9》 岐阜県

青森県 455 548 4-386 １．７ 静岡県

満子県 114 134 ：.062 0.4 愛知県

宮城県 8８ 329 2.632 1.ｺ 邑顛県

秋田県 136 ﾕ6６ 二-３３０ 0,5 滋賀堀

福島県 8２ 9９ 792 0.3 京都府

茨城県 220 287 2.296 0.8 大阪府

栃木県 Hffi 431 3.448 1.4 兵庫県

群馬県 199 266 2.13９ 0.8 奈良県

埼．且県 213 259 2.0 0.8 和歌山県

早業県 1.115 1,393 皿.１ 4０ 4２ 鳥取県

東ル(都 i､００４ １，里5２ 9.2 3.8 島根県

神奈川県 4.881 ６４２ 記.３5４ 1８．５ 岡１１：県

新潟県 2.130 ２．５７５ 2０．５１ 8.1 広島県

富山県 260 344 ２．７１ 1.0 ,Ⅱ１１県

石１１１県 338 ３９３ ３．１Ⅷ 1.3 徳島県

石川県 1４７ 】6９ ]､3１ 0.6 香川県

隔井県 9６ 1１１ 888 0.4 愛媛県

１１梨県 9３ 109 868 0.4 高知県

加人員

263

214

598

901

248

224

669

2.102

1.312

276

132

115

7１

303

508

222

4４

243

6４
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248（千円）（74.8％）となっている。土地保全状

況は,運動地内の総面積で47L94ha，うち買上済

面積は360.72ｈａ（76.4％)，買上済面積のうち植

林した面積は74.47ｈａであって,今後の買上予定

面積はl1L22haである（あと23.6％ですべて達

成・表１，２を参照)。

４．知床国有林伐採計画について

(1)前回の伐採計画

知床国有林の伐採計画は，今回が初めてでは

ない。すでに1981年３月，第４次網走地域施業

計画において示された。この計画は，伐採対象

面積を1,100ｈａ，伐採量53,000ｍ３，伐採率

２１％とし，トラクター集材のため林道及び作業

道を作設するというものであった。このため，

地元自治体や自然保護団体等から自然破壊につ

ながるとして伐採見合せの要望が相次いだ。そ

こで，1982年９月北見営林支局は１９８５年まで

伐採を見合せることを発表するとともに，北海

道森林技術センターに「知床国有林の森林施業

に関する調査」を委託した。その後，営林支局

１１数 金額 率％ 都道府県名 参加人員 1-1数 金額 率％

289 2,312 １．０ 福岡県 484 627 ５．０１６ 1.9

228 1,824 ０．８ 佐賀県 102 １４２ 1,136 0.4

679 51434 ２．３ 長崎県 ]6９ 205 1.640 0.6

1.059 8.472 3.4 熊氷県 ﾕ3５ 190 ﾕ､520 0.5

276 2.208 ０．９ 大分県 二0３ １０ 856 0.4

244 1,952 ０．９ 宮崎県 9０ 9６ 768 0.3

9９ 6.393 ２．５ 鹿児島県 １０１ １１０ 880 0.4

2,534 20.274 ８．０ 沖縄県 7０ 9６ 6８ 0.3

1.600 12.800 ５．０ 外国 2５ 2６ 208 0-1

330 2雨640 1.0 特別寄附 2.055 16.440

154 1‘232 ０．５ 合計 26.346 35,281 282,248100.0

128 1,024 ０４ 〈)拠金状況ｏ土地保全状況

9５ 760 ０．３ 提余F1標額377,552千･円買上予定面積471.94hａ

361 ２‘８８８ 0.2 拠金額282,248｢･円買上済面積360.721週

574 ４．５９２ １．９ 参加［Ｉ数 35.281口今後買上面積llL22ha

235 1.880 0.8 達成索74.8％保金率76.4％

166 1,328 ０．５ ｏ県別参加状況(上位）

263 2,104 1.9 ①東京都4,881人④大阪府2,102人

0６ 1.648 0.6 ②北海道4,127人⑤兵11Ｋ県1,312人

１７１ 1.370 0.4 ③神奈川県2,130人⑥埼ｉｉ県1,115人

(昭和61年９月３０日現在金額：千円）

－３０－
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運動参加者と金額状況

れとこ100,2運動」月別参加状況

（1986年９月３０日現在）
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図３国立公園内100,2運動取得地および取得予定地

はこの調査結果をもとに，現地調査や地元関係の２点である。又，１０年間にわたる森林施業の

者の意見及び有識者の意見等を参考にしながら対象面積は1,700ｈａ（図４）と拡大されたも

計画の見直しを行った。のの伐採量20,000ｍ３，伐採率６～７％の択

(2)今回の伐採計画伐とし，集材方法も支障木の発生が極めて少

第４次計画の見直しを終えた北見営林支局ないヘリコプター集材に変更された。これら

は，１９８７年４月第５次網走地域施業計画を発表は，風致の維持，林地の保全，河川の汚濁防

した。この計画によると，国有林伐採の目的は，止等に配慮したためであろう。

１）森林に手を加え，活力ある健全な森林の維（３）伐採計画の対比

持・育成を図ること。網走地域施業計画における第４次計画と第５

２）木材資源の有効活用を図り，併せて地元産次計画の具体的内容は以下の通りである。

業の振興等に資すること。

－３２－

項 目 第５次計画（61年樹立） 第４次計画（56年樹立）

１伐採対象面積 。1,700hａ

ヘリコプター集材を前提とした施業可能

地域を対象とした。

。ｌ,lOOha

林道を前提とした施業可能地域を対象と

した ◎

２ 伐採方法 ｡単木択材で伐採率は平均６～７％とし、

風致の維持等を考慮した特別弱度の択材

とした 。

｡単木択材で伐採率21％とし、風致の維持

等を考慮した通常の択材とした。

３ 伐採量 o２０，０００，３

風致に配慮した施業について、さらに検

討を加え第４次の伐採量の半分以下とし。

。53.000ｍ，

４集材 方 法 。ヘリコプター集材

このため、林道の作設及び集材に伴う支

障木の発生が少ない。

。トラクター集材

林道（12.7km）及び作業道を作設し、集

材・搬出を行う。

５更新方法 ｡天然下種を主体とするが、必要に応じて

伐採跡地にはミズナラ等の人工下種等に

より更新の促進を図る°

｡天然下種更新を主体とするが、必要によ

り植え込みを行う。



5．伐採計画に対する反響と現在までの経過

（１）自然保護団体の主張

自然保護団体は，

１）知床国立公園は，秘境として唯一残され

原生林であること。

２）国の天然記念物に指定されているシマフ

クロウ（写真４）やクマケラなどの数少な

い生息地であること。

３）知床lOOm2運動地に隣接していること。

を主な理由として，鳥獣保護，自然景観及び生

態系の維持を中心とした「知床原生林の保全」

を訴え，伐採計画の中止を強く求めている。

知
昭

図'４森林伐採指定個所図

(2)北見営林支局と自然保護団体との交渉

1986年１０月着手を目ざす北見営業支局と伐

採中止を求めている自然保護団体との交渉は，

現在までのところ８月１７日，９月１日，８日，

１７日の計４回行われている。９月１日の第２回

交渉で北見営林支局は，いわゆる譲歩３案を提

示した。その内容は，

１）知床100,2運動地に隣接する国有林に

１００，幅で約I00haの禁伐地区を新設す

る。

２）計画個所も含め約1,000ｈａの森林の施

業を見合わせ遺伝子保存林として保護す

る。

３）伐採地点を含め１，OOOha程度の永久保

存地区を設ける。

というものである。

前回の譲歩案と異なる点は，明言を避けては

いるが，調査結果によっては伐採を中止するこ

ともありうるともとれる内容とし，性格が暖昧

だった遺伝子保存林を永久保存地区に改めた点

である。そして，９月１７日に最終交渉がもたれ

たが，双方，妥協点を見いだせないまま短時間

で交渉は決裂した。そのため自然保護団体は，

地元の斜里町長に仲介を要請した。斜里町長は

９月２０日，「本年度は動物の生息調査をしてか

ら伐採に入る」などを内容とした要望案を提出

し，北見営林支局はこれを受け入れた。その後，

国政レベルで環境庁長官が伐採の半年間凍結を

示唆し，１０月１５日に林野庁は年内の伐採着手

を断念した。これは，シマフクロウなど生息調

査や影響調査が最低でも２～３月はかかるとの

判断によるものである。しかし，調査の結果，

鳥獣への影響がないことが確認できれば，１９８７

年３月着手を目ざす年度内伐採の期待は依然捨

てていない。一方，自然保護団体は１０年間にわ

たって行われる伐採地域全体に対する環境影響

調査を行うよう要求しており，双方の主張は依

然として対立している。

写真４シマフクロウ

６．野生鳥獣調査とその意義

北見営林支局は，１９８６年１２月北海道森林技術

センターに野生鳥獣の調査を依頼し，同センター

は次の５人の学識経験者を調査委員に依嘱した。

－３３－



委員長東三郎（北大農学部教授）

委員有沢浩（東大演習林助手）

阿部学（農水省林業試験所鳥獣

第２研究室長）

長内力（北海道森林施業研究所

長）

沢田秀邦（北海道森林技術セン

ター理事長）

調査項目は

１）すべての木について鳥獣の営巣の有無

２）動物の生息状況

３）クマケラの営巣と食痕

４）シマフクロウの営巣

の４点について，１月１２日より２月２１日まで都

合３回，本年度伐採予定地の３１８．３１９林班の８４４

本の伐採対象木の調査を行った。このうち重点的

に調べたシマフクロウについては，営巣可能と思

われる巨大な穴（縦１，５０ｃｍ，横50ｃｍ程度）

のある木を１０本以上発見したが営巣は確認でき

なかった。この他，食餌の場になりそうな岩尾別

川流域（図４）など３か所にテープレコーダーを

設置し夜間鳴き声をチェックしたが確認できな

かった｡これに対しクマケラは鳴き声が確認され，

営巣木と思われる木も１本見つかっており生息は

ほぼ確実のようである。調査委員会は２月下旬に

報告書をまとめる予定で作業を進めていたが，野

生鳥獣の生息に若干不明の点があることなどから

調査を３月まで延長したい意向を示した。

この調査に対し，自然保護団体は「短期間のし

かも限られた範囲の調査では知床の生態系を明ら

かにできない」（知床自然保護協会，午来会長)，

「動物は１か所にジッとしているわけじゃない。

四季を通じた数年間の総合的な調査が必要｣(北海

道自然保護団体連合，寺島代表代行)，あるいは，

「狭い地域を調査して，そこに烏の巣がなければ

木を切ってもいいという考えには問題があるし，

生態系は複雑に絡み合っておりもっと本格的な調

査を行う必要がある」（北海道自然保護協会，八木

会長）として強く批判している。

一方，１２月下旬には北大大学院環境科学研究科

長の伊藤浩司教授を中心に道内の大学教授らが，

「知床半島生態系総合調査研究会｣を発足させた。

この研究会は，３年計画で知床国立公園全域と周

辺一帯を対象に地質の状態から植物，鳥獣，魚類

の生息状況，人との係わりなどを綿密に調査し，

知床の生態系を総合的に明らかにすることを目的

としている。このような統合的な生態系調査は国

内では初めてであり，自然保護団体はこの研究会

に全面支援することを打ち出し，資金援助の検討

も始めるなど各方面より注目を集めている。この

他，択伐反対署名や知床エイドコンサートの開催

など幅広く反対運動が展開され，自然保護団体は

世論の高まりに期待している。

７．おわりにかえて

北見営林支局の伐採強行，自然保護団体の実力

阻止といった最悪の事態は，現在のところ回避す

ることができた。林野庁も国民の自然保護に対す

る意識の高まりに配慮し，当初の計画に比べて鳥

獣の生息調査・影響調査を優先させるなどある程

度慎重な計画を打ち出してきている。私たちは，

この知床問題を考えるとき，次の３つの視点から

問題解決に迫ることが重要と考えている。

１）知床国有林は一般の国有林と同様に扱って

はならない。

知床国立公園は，他の国立公園に比べて異

なった地域であることをまずおさえたい。

1964年，わが国２４番目の国立公園として指

定されたが，地元の特に強い陳‘情もなく行わ

れた。これは，「日本に残された唯一の秘境」

と評価していた動物学者らの原始性保護の訴

えにより急ぎ指定されたからである。又，面

積の５０％が特別保護地区に指導されている

ことも他の国立公園にはない特異’性の１つで

ある。加えて，日本のナショナル・トラスト

運動の原点ともいえる「知床100,2運動」が

展開されている地でもある。このような異例

の地域の伐採も営業支局の説明では「森林の

活性化と木材供給」だという。これは，一般

の国有林営業とほとんど変わるところがな

い。知床国有林の特異'性を十分踏まえた計

画・施業であってほしい。

２）烏獣の生息調査，影響調査は慎重に行う必

要がある。

知床国立公園には，現在国の宝として指定

されている天然記念物の鳥獣は８種類いる。
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そのうち，翼長が２ｍ近くあり，体長は子ど

もの背たけほどもある巨大なシマフクロウ

は，営巣や採食の環境条件が年を追うにした

がって厳しくなり激減した。現在では，知床

を中心とした道東に３０～５０羽程度しか生息

していないといわれる。特に営巣に必要な直

径５０ｃｍ以上の広葉樹が伐採により，知床以

外の道東にはほとんど見ることができなく

なったためらしい。そのため，シマフクロウ

に対しては環境庁の保護対策事業が実施され

ている地でもある。トキのあとを追うことが

ないよう生息調査は勿論のこと，伐採による

影響調査も急ぐことなく十分な時間をかけて

行う必要がある。

3）森林の活性化を第一とした選木を行う必要

がある。

前述した通り，知床国有林伐採の第一のね

らいは森林の活性化で､あり，北見営林支局は，

老齢過熱木，後継木の生育を阻害している木

を対象に選木したという。しかし，自然保護

団体の人々は，営林支局のねらいは伐採した

木材の販売収入と地元産業の振興にあるか

ら，ほとんど広葉樹でしかも直径１ｍ前後，

樹齢200～300年の老木どころか働きざかり

の大径木ばかりだと断定する。老齢木を取除

き，諸被害の抵抗に強い活力ある森林育成を

目ざすならば，広葉樹に偏重することなく，

森林の実態に即した伐採と更新を結合させた

きめ細かな施業が必要である。今回の調査班

には林学の専門家も加わっているようであ

る。その際，選木が妥当かどうかについても

公正な判断をしてもらいたい（写真５）。

以上述べた３つの視点から知床問題を考える必

要があると思う。知床国有林の特異性を踏まえつ

つ，生態系を破壊することなく，健全で活力ある

森林の育成を目ざした施業計画であってほしい

し，その線で自然開発か自然保護かの接点を見い

だしてほしいものである。

写真５テープをまいた伐採対象の木

このレポートは,筆者が一橋出版発行の一橋情報｢特集：

躍動する地方自治～現地レポート」（1987.1.10)に掲載

した文章・資料に加筆してまとめたものである。なお，写

真は斜里町役場提供による。

注）イギリスの「ナショナル・トラスト」運動は，イギリ

スの美しい自然や歴史的環境を乱開発から守るため，国

民自身の手で価値ある美しい自然や文化的遺産を買っ

て，無秩序な開発の波から防いでいる運動である。この

運動は８５年の歴史をもち．会員も５０万人以上いる。
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